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アデランスグループ
2012年2月期第2四半期

（2011年3月1日～2011年8月31日）
決算説明資料

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の
判断や仮定によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。従って、実際の業
績等は、予想数値とは異なる可能性があります。

記載金額は表示単位未満切捨て、比率は小数第一位未満を四捨五入で表示しており、合計
が一致しない場合があります。



私たちアデランスグループの最大の使命は
毛髪関連事業を通じて

より多くの人々に夢と感動を提供し
笑顔と心豊かな暮らしに貢献する事です

私たちが目指すもの
「最高の商品」
「最高の技術」

「心からのおもてなし」

経営理念



今後3か年の中期経営目標

赤字体質から、
持続的成長が可能な体質への転換
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今後3か年に解決すべき課題

－ウィッグメーカーとしての原点回帰と新ビジネスモデルの創造
・[男性]時代に即したビジネスモデルの構築
・[女性]サロン新規顧客の増加
・お客様の求める商品の開発
・アフターサービス(技術・接客)の向上

国内事業の再構築と再成長

ー北米・欧州における事業再編モードから収益拡大モードへのシフト
ー中国市場における事業拡大
・中国におけるウィッグ事業の展開
・中国における植毛ビジネスモデルの確立

ーARI研究成果の2014年度市場導入に向けた戦略立案

海外事業の成長
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・地域統括本社体制(米・欧・中国)の確立による機能集約と成長市場への
積極的投資

・中国国内におけるブランド統一と、収益性を確保した堅実な店舗展開
(M&Aを含む)

・欧州における事業の拡大(M&Aを含む)

今後3か年の課題に対する打ち手

・国内ビジネスの再構築と新ビジネスの成長促進
・Webビジネス(ECサイト)､Web広告の展開による効率向上

・女性ブランドの再定義： レディメイド →｢フォンテーヌ｣
オーダーメイド →｢レディスアデランス｣

・女性サロン新規における反響型ビジネスの強化
・お客様のニーズに合わせた新商品開発による売上拡大
・美容サロンルート、医療向け事業、新販路での成長
・店舗の再検証による店舗統廃合・収益性改善
・ターゲット顧客の明確化による営業活動、技術・接客向上策の実施

国内事業の再構築と再成長

海外事業の成長



2011年度 2012年度 2013年度

顧客の定期来店化促進・保有顧客増加

顧客ニーズ・顧客満足度調査の実施、結果に基づく営業活動の実施

男性事業

国内事業
共通

発毛・育毛ＬＥＤの
テスト導入と検証

経費削減プロジェクトの推進・損益管理の徹底

ＩＴシステムの統合(国内外)

効率重視の広告展開（Web広告）

新規事業に関する調査検討

本格導入、導入後の検証

顧客ニーズに沿った新サービスの実施・ECサイト商品ラインアップ拡充

国内事業基本戦略ロードマップ

高品質商品の開発継続・アフターサービス(技術・接客)の向上

希望退職実施

FY12 2Q累計 4



国内事業基本戦略ロードマップ

2011年度 2012年度 2013年度

美容室ルートへの売上の拡大

医療機関との信頼関係の確立、認知拡大

レディメイドからオーダーメイドまで一貫して販売できる店舗網の拡充

反響型ビジネスの再強化に向けた効率的な広告宣伝

顧客ニーズに基づく商品ラインアップの拡充

営業開発

女性事業

ルート
開発

医療
向け
事業

新たな販路の開拓、新規事業の創出

女性ブランドの再定義

FY12 2Q累計 5



海外事業基本戦略ロードマップ

2011年度 2012年度 2013年度

欧州

北米

ボ
ズ
レ
ー

Ａ
Ｈ
Ｇ

更なる成長に向け、新規毛髪市場セグメント・新規チャネルへの参入を検討

ボズレー・ブランドの米国以外の市場への拡大

欧州本部設立準備

女
性

欧州本部の設立と機能集約（戦略立案の強化とコスト削減)

ブランド・商品の統廃合

ウィッグ事業の強化（ファッション・医療向け販路拡大、M&A検討）

未進出市場への事業展開の検討と事業開始

世界
ARIの毛髪再生技術の市場導入戦略の立案

Sentooを筆頭にブランド力・商品開発力を更に強化

コスト構造の継続的改善による収益増強

コスト構造とＫＰＩの継続的改善による収益増強

市場導入準備

全
体

ボズレー・ブランド商品の売上増加

資本配分政策と費用構造の見直し

収益率・顧客サービス・顧客維持の向上のための業務改善

FY12 2Q累計 6



2011年度 2012年度 2013年度

アジア

中国

植
毛

現地医療機関との連携による植毛ビジネスの検証と事業展開

女
性ファッションウィッグ小売事業の展開 （台湾・シンガポール）

既存のサロン型オーダーメイドウィッグショップを中心とした事業展開

中国市場での「アデランス」ブランド認知度向上に向けた集中投資

女
性

男
性

赤字店舗の閉鎖

ブランドを「アデランス」に統一

レディメイド商品を中心とした店舗展開 (M&A含む)

事業開始に向けた準備

ウィッグ顧客候補と植毛事業の患者との相互補完体制（紹介）の確立

海外事業基本戦略ロードマップ

FY12 2Q累計 7



2012年2月期 第2四半期業績



2012年2月期第2四半期累計期間連結決算サマリー

・東日本大震災やその後の電力供給不足に伴う影響が懸念されたが、当社グル

ープ全体では、想定の範囲内。

・国内売上は、期初より改善傾向にあり、売上計画をアデランス（男性）事業

が+9.7%、フォンテーヌ（女性）事業が+6.6%と大幅に上回る。昨年同期比で

も+1.5%の増収となった。

・営業損益は、広告宣伝費の効率的な運用や販管費の更なる削減などにより、

前年同期の営業赤字から大幅に改善し、計画を上回る営業黒字を計上。

国内事業、海外事業とも営業黒字を達成。

・国内事業で希望退職募集を実施し、8月末に完了。下期には、人件費の削減

効果が期待できる。

・新ITシステムの構築。下期から経営情報・会計システムが稼動開始。

2011年2月期第4四半期、2012年2月期第1四半期に続き、

3四半期連続の営業黒字を達成。
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主な取り組み

9

企業CM「パパ、アデランスにして
よかったね。」（10月4日よりオンエア）

Bosley上海
崋山病院静安ブランチ５階（7月20日開業）

ナローバンドLEDを
活用した

「ヘアリプロLED NB
（ホームケア）」
（9月7日より発売開始）

CMはコチラ→ http://www.aderans.jp/cm/index.html



売上高

230.8億円

前年同期比

5.8億円（2.4％）減

計画比

4.8億円（2.1％）増

（計画比）

・国内売上が大幅に計画を上回る。

（前年同期比）

・国内、海外とも現地通貨ベースの売上は前年を上回る。

・レート差（‐6.5億円）、MHR拠点閉鎖（‐6.8億円）の売上が前

年に含まれるため減収となる。

販管費

179.1億円

前年同期比

52.1億円（22.5%）減

・国内広告宣伝費の効率的運用により、大幅に削減。

・店舗関係費、人件費などの大幅に削減。

営業利益

9.0億円

前年同期比

54.1億円改善

・2011年2月期第4四半期、2012年2月期第1四半期に続き、3四半
期連続の営業利益計上。

・前年同期と計画を上回る

特別損失

15.0億円

・資産除去債務 3.0億円 ・減損損失 8.0億円

・東日本大震災関連 41百万円

当期純損失

3.2億円

前年同期比

51.4億円改善

・売上の回復、販管費の削減などにより営業利益を計上。

・資産除去債務、減損損失を特別損失に計上のため、純損失とな

る。
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売上高

113億円

前年同期比

0.9億円（0.8％）減

計画比

4.8億円（4.4％）増

・国内売上がアデランス事業、フォンテーヌ事業とも前年同期を
上回る

販管費

88.1億円

前年同期比

17.4億円（16.5%）減

・広告宣伝費の効率的運用により大幅に削減。

・店舗関係費などの削減。

営業利益

4.1億円

前年同期比

21.2億円改善

・2011年2月期第4四半期、2012年2月期第1四半期に続き、3四半
期連続の営業利益計上。

当期純損失

5.1億円

前年同期比

30.7億円改善

・売上の回復、販管費の削減などにより営業利益を計上。

・資産除去債務、減損損失を特別損失に計上。

2012年2月期第2四半期（3ヶ月）連結決算の概略
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2011年2月期

第2四半期

2012年2月期

第2四半期
増減 前年比

計画

（7月14日開示）
増減

計画比

（％）

売上高 23,661 23,082 -579 -2.4% 22,602 480 102.1％

売上原価 5,054 4,269 -785 -15.5% 4,236 33 100.8%

原価率 21.4% 18.5% -2.9p - 18.7% -0.2p -

売上総利益 18,606 18,812 206 1.1% 18,366 446 102.4%

販管費 23,122 17,911 -5,211 -22.5% 18,347 -436 97.7%

営業損益 -4,516 901 5,417 19 882 -

営業利益率 -19.1% 3.9% 23.0p - 0.1% 4.1p -

経常損益 -4,693 813 5,506 - 53 760 1,534.0％

特別利益 999 559 -440 -44.0% - - -

特別損失 1,579 1,506 -73 -4.6% - - -

税引前当期純損益 -5,272 -133 5,139 - - - -

当期純損益 -5,462 -320 5,142 - -911 591 -

設備投資 959 607 -352 -36.7% 1,200 -593 50.6%

減価償却費 1,077 592 -485 -45.0% 760 -168 77.9%

EBITDA -3,440 1,494 4,934 - 780 714 47.8%

ｷｬｯｼｭﾊﾞﾗﾝｽ 11,174 18,591 7,417 66.4% - - -

（単位：百万円）
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報告セグメント別業績

売上高
2011年2月期

第2四半期

2012年2月期

第2四半期
増減 前年比

計画

（7月14日開示）
増減

計画比

（％）

連結売上高 23,661 23,082 -579 -2.4% 22,602 480 102.1%

アデランス事業 4,835 4,827 -8 -0.2% 4,400 427 109.7%

フォンテーヌ事業 9,882 10,220 338 3.4% 9,590 630 106.6%

営業開発事業 1,099 1.005 -94 -8.6% 1,090 -85 92.2%

国内計 15,816 16,052 236 1.5% 15,080 972 106.4%

ボズレー事業 4,615 4,253 -362 -7.8% 4,249 4 100.5%

海外ウィッグ 2,985 2,712 -273 -10.1% 2,999 -287 90.4%

その他・連結調整 245 65 -180 - 274 -209 23.7%

（単位：百万円）

59

-915

-

-

-3,659

-

-

-

-

-4,516

2011年2月期

第2四半期

87調整額

-国外計

営業利益
2012年2月期

第2四半期

連結営業利益 901

アデランス事業 2,096

フォンテーヌ事業 2,590

営業開発事業 -66

全社費用 -4,040

国内計 580

ボズレー事業 351

その他 -117

国内事業は営業黒字に転換。
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2011年2月期

第2四半期

2012年2月期

第2四半期
増減

前年比

（％）
計画 増減

計画比

（％）

販管費合計 23,122 17,911 -5,211 -22.5% 18,347 -436 97.6%

広告宣伝費 5,251 2,365 -2,886 -55.0% 2,423 -58 97.6%

人件費 8,873 8,010 -863 -9.7% 7,905 105 101.3%

店舗関係費 4,505 3,696 -809 -17.9% 3,817 -121 96.8%

その他 4,493 3,840 -653 -14.5% 4,202 -362 91.4%

従業員数

（人）

連結 4,720 4,441 -279 -5.9% - - -

国内 2,689 2,392 -297 -11.0% - - -

（単位：百万円）
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2011年2月期

第2四半期

2012年2月期

第2四半期
増減 前年比

計画
（7月14日開示）

増減
計画比

（％）

売上高 11,212 11,302 90 0.8% 10,822 480 104.4%

売上原価 2,365 2,072 -293 -12.4% 2,039 33 101.6%

原価率 21.1% 18.3% -3.4p - - - -

売上総利益 8,847 9,230 383 4.4% 8,784 446 105.1%

販管費 10,561 8,814 -1,747 -16.5% 9,250 -436 95.3%

営業損益 -1,713 416 2,129 - -466 882 -

営業利益率 -15.3% 3.7% 19.0p - - - -

経常損益 -1,954 297 2,231 - -463 760 -

税引前当期純損益 -2,932 -395 2,537 - - - -

当期純損益 -3,589 -516 3,073 - -715 199 -

（単位：百万円）

2012年2月期第2四半期（3ヶ月）連結業績
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（単位：百万円）

主な販管費（3ヶ月）

2011年2月期

第2四半期

2012年2月期

第2四半期
増減

前年比

（％）
計画

計画比

（％）

販管費合計 10,561 8,814 -1,747 -16.5% 9,250 95.3%

広告宣伝費 1,947 1,164 -783 -40.2% 1,222 95.3%

人件費 4,250 3,994 -256 -6.0% 3,889 102.7%

店舗関係費 2,252 1,849 -403 -17.9% 1,970 93.9%

その他 2,112 1,807 -305 -14.4% 2,169 83.3%
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2012年2月期第2四半期累計期間連結売上高

22,602
23,082

427

630

5

23,661
23,082

338
797

計画対比（百万円） 前年対比（百万円）

FY12.2Q
実績

FY12.2Q計画 FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

アデランス

フォンテーヌ

ボズレー

海外
ウィッグその他

アデランス

為替
レート差

MHR
閉鎖

海外ウィッグ・
その他

ボズレー
フォンテーヌ

-263
-314 -8

-650

-689

-367

【報告セグメント】 【事業内容】 主な販売拠点

アデランス（国内男性）事業 男性顧客向けに、オーダーメイドウィッグやその他商品などの販売や
育毛サービスなどを提供します。

男性サロン

男女混合サロン

フォンテーヌ（国内女性）事業 女性顧客向けに、オーダーメイドウィッグ、レディメイドウィッグや
その他商品などの販売や育毛サービスなどを提供。店舗タイプにより
、取扱い商品が異なる。

女性サロン

男女混合サロン

百貨店コーナー

フォンテーヌ直営店

営業開発事業 主に、理美容材料商にレディメイドウィッグなどを販売。 卸売

ボズレー事業 主に、北米地域でヘアトランスプラント事業を展開。 サージカルオフィス

海外ウィッグ事業 米国、欧州、中国において、主にウィッグを卸売、小売。



前年同期に比べ、売上の回復、広告宣伝費や人件費などの大幅な削減
効果により、54億17百万円改善し、9億01百万円の営業黒字を計上。
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2012年2月期第2四半期累計期間連結営業利益

FY12.2Q
計画

FY12.2Q
実績

売上総利益

広告宣伝費

人件費 その他

店舗関係費

FY12.2Q
実績

FY11.2Q
実績

前年同期比（百万円）計画対比（百万円）

売上総利益

広告宣伝費

人件費

店舗関係費

その他

19

901

446

-105 121

58

362 -4,516

206

2,886

863

809

653

901



-4,000

-3,500

-3,000

-2,500

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0

500

FY10.1Q FY10.2Q FY10.3Q FY10.4Q FY11.1Q FY11.2Q FY11.3Q FY11.4Q FY12.1Q FY12.2Q

・2011年2月期4Q、2012年2月期１Q、2Qと直近3四半期連続して営業黒字達成
・順調に、収益性が改善。
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四半期連結営業損益の推移

（百万円）



報告セグメント別業績



315 333

4,086

18
408

4,494

新規 リピート

386

4,449

333

298

4,494

新規 リピート

売上前年同期比（百万円）

計画対比

・427百万円増（+9.7％）。

・新規売上は、ほぼ計画通り（-5.7％）。

・リピート売上は、AHC（定額制）、買取とも好調に

推移し、計画を上回る（+12.2％）。

FY12.2Q
実績

リピート売上
（45）

新規売上（-53）
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（男性）事業

その他

ADERANS事業 2012年2月期第2四半期累計期間業績

売上計画対比（百万円）

4,8354,827

AHC・
オーダー その他

AHC・
オーダー

4,400
4,827

FY12.2Q
計画

新規 リピート

前年同期対比
・東日本大震災の影響があるも、8百万円減（-0.2％）
・新規売上は、AHCのCM効果一巡により、やや減少

（-13.7％）
・リピート売上は、AHC（定額制）、買取とも好調に推

移（+1.0％）。

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

-40 -13 -253



146

2,096

159

13
321

2,417

新規 リピート
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男性市場（ ブランド）

ADERANS事業 2012年2月期第2四半期（3ヶ月）業績

173 159

2,282

235

2,417

新規 リピート

2,242

2,576 2,455 2,576

新規
リピート

新規 リピート
AHC・オー

ダー

リピート
その他

リピート売上
（135）

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

計画対比

・334百万円増（+14.9％）

・新規売上は、計画を上回る（+8.9％）。

・リピート売上は、AHC（定額制）、買取とも好調

に推移し、計画を上回る（+15.3％）。

前年同期対比
・121百万増（+4.9％）
・新規売上は、AHCのCM効果一巡により、やや減少

（-8.1％）。
・リピート売上は、AHC（定額制）、買取とも好調

に推移（+5.9％）。

売上前年同期比（百万円）売上計画対比（百万円）

-14 -100



0

2,500

5,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

AHC新規 AHCリピート 買取新規 買取リピート
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ADERANS事業 主な営業指標

男性市場（ ブランド）

四半期毎のAHC、オーダーメイドかつらの受注件数
・受注件数が順調に増加

（受注件数）

FY2010 FY2011 FY2012



1,478 1,974

4,992
4,836

3,411 3,409
496

サロン・新規 サロン・リピート 百・直

1,582 1,974

4,407
4,836

3,599
3,409

429392

サロン・新規 サロン・リピート 百・直

売上前年同期比(百万円）

9,590

サロン売上

（+821）

23

FONTAINE事業 2012年2月期第2四半期累計期間業績
（注）サロン売上は主にオーダーメイドウィッグで、

百貨店・直営店売上は主にレディメイドウィッグとなります。

10,220

百・直 サロン
新規

サロン
リピート

売上計画対比(百万円）

9,882 10,220

百・直 サロン
新規

サロン
リピート

サロン売上

（+340）

計画対比

・630百万円増（+6.6％）

・サロン売上は、第2四半期も好調に推移し新規、リ

ピートとも大幅に計画を上回る（+13.7％）。

・百・直売上は、節電などの影響で来店数が伸びず、計

画を下回る（-5.3％）。

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

前年同期対比

・338百万増（+3.4％）

・サロン新規売上は、反響型ビジネスの強化（機能訴求型

TVCM展開）により、大幅な増収（+33.6％）。

・百･直は、前年並みを確保（-0.0％）。

女性市場（ ブランド）

-190
-2 -156



525 760

2,182
2,417

1,710
1,612

235
235

サロン・新規 サロン・リピート 百・直

4,418

24

FONTAINE事業 2012年2月期第2四半期（3ヶ月）業績
（注）サロン売上は主にオーダーメイドウィッグで、

百貨店・直営店売上は主にレディメイドウィッグとなります。

売上計画対比(百万円）

4,789

百・直 サロン
新規

サロン
リピート

573 760

2,508 2,417

1,494 1,612
187118

サロン・新規 サロン・リピート 百・直

4,576
4,789

百・直 サロン新規

サロン
リピート

サロン売上

（+470）

サロン売上

（+96）

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

計画対比

・371百万円増（+8.4％）

・サロン売上が好調に推移し新規、リピートとも

大幅に計画を上回る（+17.4％）。

・百・直売上は、節電などの影響で来店数が伸び

ず、計画を下回る（-5.7％）。

前年同期対比

・213百万増（+4.7％）

・サロン新規売上は、反響型ビジネスの強化（機能訴求

型TVCM展開）により、増収（+32.6％）。

・百･直は、前年を上回る（+7.9％）。

女性市場（ ブランド）

売上前年同期比（百万円）

-98

-91



3,457

4,254

3,848

767

797689

BOSLEY事業 2012年2月期第2四半期累計期間業績

4,254

4,178

4,249

76

売上前年同期比（百万円）売上計画対比(百万円）

4,615
（＄50.5ｍ）

（ヘアトランスプラント）事業

MHR閉鎖
*為替差を

除く

ボズレー

（為替レート）
2011年2月期2Q $＝¥91.01
2012年2月期2Q $＝¥81.78
2012年2月期2Q（計画） $＝¥83.00

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

（＄51.1ｍ）

（＄52.0ｍ）

為替レート差

（＄8.4ｍ）

（＄42.1ｍ）

（＄52.0ｍ）

前年同期対比

・レート差と閉鎖したMHRクリニック売上を除くと、

実質797百万増（+23.1％）

FY12.2Q
計画

（レート差を除く）

FY11.2Q
実績

（レート差を除く）

（＄51.1ｍ）

（＄42.1ｍ）

MHR ボズレー

（＄8.4ｍ）

4,146
（＄50.5ｍ）

ボズレー

-71
為替レート差

-469

-689

25

計画対比

・レート差（-71百万円）を除くと、やや計画を上

回る



BOSLEY事業 2012年2月期第2四半期（3ヶ月）業績

（為替レート）
2011年2月期2Q $＝¥91.01
2012年2月期2Q $＝¥81.78
2012年2月期2Q（計画） $＝¥83.00

227

1,700

2,094

1,891

395

204

2,0942,107

2,139

計画対比

・ほぼ計画通り。

前年同期対比

・レート差と閉鎖したMHRクリニック売上を除くと、

実質395百万増（+23.2％）

売上前年同期比（百万円）売上計画対比(百万円）

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

（レート差を除く）

（＄25.7ｍ）

（＄25.7ｍ） （＄25.6ｍ）

2,118
（＄23.2ｍ）

（＄2.4ｍ）

（＄20.7ｍ）

（＄20.7ｍ）

MHR閉鎖
*為替差を

除く

FY11.2Q
実績

（レート差を除く）

（＄25.6ｍ）

MHR ボズレー

ボズレー

（＄2.4ｍ）

1,904
（＄23.2ｍ）

ヘアトランスプラント事業（ ブランド）

ボズレー

為替レート差

為替レート差

-32

-13 -214

-204

26



*現地通貨ベースの四半期業績をもとに円表示しております。（US$1＝￥81.78）

-100

-50

0

50

100

150

200

250

FY11.1Q FY11.2Q FY11.3Q FY11.4Q FY12.1Q FY12.2Q

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12営業利益 売上高営業利益率

（百万円）
（％）
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BOSLEY事業 四半期営業利益推移

・収益性が大幅に改善し、5四半期連続で営業黒字を達成。

【2012.2Q（6ヶ月）前年同期比較】
・営業利益 $3.7百万（約3億円）増
（要因分析）
・売上総利益 $2.1百万増
・人件費 $1.6百万減

2010年

1月末

2011年

6月末
差

ボズレー 18 24 +6

MHR 16 0 -16

合計 34 24 -10

拠点数比較

ヘアトランスプラント事業（ ブランド）



69 69 28

1,225 1,206
1,067

1,705 1,749
1,617

2,999

（計画対比）
・北米、欧州、中国とも計画を下回る。
（前年同期比）
・北米を除き、順調に売上を拡大（現地通貨ベース）。

（為替レート）
2011年2月期2Q $＝¥91.01 €＝119.26
2012年2月期2Q $＝¥81.78 €＝116.03

2012年2月期2Q（計画） $＝¥83.00 €＝113.00

28

海外ウィッグ事業 2012年2月期第2四半期累計期間業績

中国北米 欧州

2,736

15 15 28

1,350 1,213 1,067

1,620
1,576

1,617

41

2,985

2,736

（＄14.7ｍ）

（€15.0ｍ）

FY12.2Q
実績

FY12.2Q
計画

FY12.2Q
計画

（レート差を除く）

売上計画対比(百万円）

3,024

（€15.0ｍ）

（＄14.7ｍ）
（＄13.1ｍ）

（€14.1ｍ）

欧州
北米

中国

（€14.1ｍ）

（＄13.1ｍ）

売上前年同期比（百万円）

（＄14.8ｍ）

（€13.5ｍ）

2,804

（€13.5ｍ）

（＄14.8ｍ）

-139
-132 -41

FY11.2Q
実績

FY12.2Q
実績

FY11.2Q
実績

（レート差を除く）

為替レート差
(+25)

-181

為替レート差

-146
13

欧州北米

中国



*現地通貨ベースの四半期業績をもとに円表示しております。（US$1=￥81.78、€1=￥116.03）

・昨年参入した中国を除き、米国、欧州は企業統合などの経営効率化を実行
したことで収益基盤が安定してきた

29

海外ウィッグ事業 四半期営業利益推移

FY11.1Q FY11.2Q FY11.3Q FY11.4Q FY12..1Q FY12.2Q

北米 欧州 中国（百万円）

20

91

-14

-14

-58

105

52

-33 -61
-24

112

29

18
14

-28

-61

-28

47

-9

-35

97
33

-42

117

4
3



2011年2月期 実績 2012年2月期 通期増減

上期 通期
上期

（実績）
通期 金額 前年比

売上高 23,661 48,171 23,082 47,219 -952 -2.0

営業損益 -4,516 -5,883 901 104 5,987 -

経常損益 -4,693 -6,317 813 171 6,488 -

当期純損益 -5,462 -23,213 -320 -1,397 21,817 -

（単位：百万円、%）
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2012年2月期 通期連結業績予想

・通期業績予想は変更いたしません



報告セグメント別売上予想

（単位：百万円）

2011年2月期 実績 2012年2月期 通期増減

上期 下期 通期
上期

（実績）
下期 通期 金額 前年比

売上高 23,661 24,510 48,171 23,082 24,137 47,219 -952 -19.8％

アデランス事業 4,835 4,887 9,722 4,827 4,292 9,023 -699 -7.2％

フォンテーヌ事業 9,882 11,528 21,410 10,220 10,730 20,950 -460 -2.1％

ボズレー事業 4,615 3,934 8,549 4,253 4,434 8,687 138 1.6％

海外ウィッグ 2,985 2,389 5,374 2,712 3,074 5,786 412 7.7％

営業開発事業 1,099 1,604 2,703 1,005 2,083 3,088 385 14.2％

その他・調整 245 168 413 -65 476 315 -98 -23.7％
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参考資料



2,377 2,458 2,211 2,676 2,250 2,576

5,307 4,571 5,282

6,250

5,427 4,789

715

341
818

745

608
398

1,322

1,472
1,120

1,349

1,318
1,421

2,092
2,162

2,056

1,805

1,917

2,230

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

FY11.１Q FY11.2Q FY.3Q FY11.4Q FY12.1Q FY12.2Q

アデランス フォンテーヌ 営業開発 ボズレー 海外ウィッグ（百万円）

・連結売上高とは一致いたしません。
・ボズレー、海外ウィッグは現地通貨売上高に為替レートを乗じて算出しております。

($=¥81.78、€=¥116.03）
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報告セグメント四半期売上高の推移



四半期売上高と連結営業損益の推移
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FY2010 FY2011 FY2012
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ADERANS事業 四半期売上推移

男性市場（ ブランド）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

新規 リピート
（百万円）
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FY2010 FY2011 FY2012



FONTAINE事業 四半期売上推移

35

女性市場（ ブランド）
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サロン・新規 サロン・リピート 百・直
（百万円）
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［当社のＣＳＲ活動の特長］
当社では、ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動を、企業が社会か

らの信頼に基づいて、健全で持続的な成長を図るために、当社の
お客様や社会に対する誠実な姿勢から生まれたさまざまな企業価
値を積極的に広く社内外に発信し、お客様、そして社会からの信
頼を勝ち得るための活動と捉え、積極的に推し進めております。

その結果、30年以上にわたり「お子さまの頭の傷を心の傷にし
ないために」髪を失ったお子さまにオーダーメイドウィッグをプ
レゼントする愛のチャリティーキャンペーンや、専門性の高い毛
髪再生への取り組み、将来の訪問美容を見据えた病院内サロンで
の移動式美容イス導入の試み、そして社内マンパワーを活用した
学術セミナーの実施などについて、各方面で高い評価を受けてお
ります。

［具体的な取り組み内容］
当社のCSR活動を、「社会・地域貢献」（愛のチャリティー

キャンペーンや毛髪再生への取り組みなど）、「お客様の安心・
安全」（透明性をめざした業界団体の設立やバイアフリーを実現
した病院内理美容室など）、「環境への取り組み」（工場におけ
るＩＳＯ14000の取得や節水用シャワーヘッドの導入など）、
「学術・文化貢献」 （学術研究会議へのセミナー実施や文化芸
能部によるウィッグ文化の発信など）の４つに区分し、具体的な
取り組みとして弊社ホームページ上で紹介させていただいており
ます。

＜病院内理美容室＞

＜愛のチャリティー
キャンペーン＞

＜2011年度 加盟店証＞

＜学術セミナーの実施＞

アデランスのCSR活動

～企業価値の掘り起こし～

＜弊社ホームページでのＣＳＲページURL＞
http://www.aderans.com/csr/index.html
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